
繰り返し事象が後を絶たないことから、グループ会社を含
めた安全教育体制の充実を図るとともに、要員体制・作業
環境等労働条件改善を図ること。
体調を崩されたお客さまも確認されていることから、今後
のお客様救済について対策を明らかにすること。

安全・安定輸送の確立に向けて、労使双方にて事故撲滅
委員会（仮称）を設置し、労働組合と真摯に議論する場を
設けること。

　１月１６日に発生した山手線・京浜東北線の停電による運転見合わせ
は、復旧まで長時間となり、６７万人に影響が及ぶ大規模輸送障害とな
りました。
　国労東日本本部は本件を重く受け止め、原因の詳細究明と再発防止
策の明確化に加え、グループ会社を含めた安全教育体制の充実、要員
体制・作業環境など労働条件の改善、お客さま救済のあり方を明らか
にすることを求め、１月２７日、申し入れを行いました。
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